
研究課題

研究期間

平均点

1 研究の必要性 3.6

2 研究内容の妥当性 3.6

3 研究内容の新規性、独創性 3.0

4 研究資源の妥当性 3.2

5 目的達成の可能性 3.6

6 期待される研究成果 4.0

総合評点 3.5

　薬用植物の生産拡大につながる本研究は、植物の多様性の大きい山梨県に適した
研究である。漢方処方や生薬の原材料を確保することは、業界からの要請に応える
重要な課題であり、そのために、種苗生産方法を確立することは、現場のニーズを的
確に踏まえた研究と評価される。目標達成の可能性は高く、普及性の高い成果が期
待される。

様式７　　　　　　　　　　　　　　事前評価報告書

評価項目

薬用植物の種苗生産方法の確立に関する研究

平成２９年度～３１年度

総合理工学研究機構運営・評価委員会  　平成２８年１０月１９日（水）


